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入学から修了まで

Step.2

Step.3

Step.4

修　了

入学からおよそ半年後を目処に専攻を決め、指導教員を決定します。授業
では、自身の専攻やそれに近い分野についてより知見を深め、発表などを
通して現場を分析する練習を行いましょう。

指導教員から適宜アドバイスを受けながら、修士論文のテーマ、調査対象、調査方法、調
査の時期などを検討し、実際に調査を開始します。これまでの経験で得た実践的な知識や
技術（実践知）を用いてデータ収集を行い、ゼミを通して得られた理論を軸に分析を行い
ましょう。

修士論文を書き上げます。中心となるのは、自ら実施した調査から得られたデータの分析結果で
す。これまで培ってきた独自の経験（実践知）と、入学後学んできた理論知を融合して独創性溢れる
論文に仕上げましょう！！
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修士論文へ向けて調査を開始する。
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修士論文を執筆する。

Step.1
入学後、半年～１年をかけ、さまざまな教員の授業を履修するこ
とで、教育学の多様な分野について基礎から学びます。これ
まで得てきた現場の経験を客観化する練習をするとと
もに、自らの興味関心を明らかにするためには教
育学のどの専門分野をより深く学べばいい
のかについて考えましょう。
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知りたいときが学びたいとき！
　九州大学大学院人間環境学府修士課程教育システム専攻（社会人特別選抜）は、学校教育や
生涯教育、国際交流活動など、教育に関するさまざまな分野の実践的な知識や技術を、理論的
な知識（学問的・研究的な視点）から捉え直すことにより、実践的な知識・技術と学問的な知識・
能力を双方有する高度な人材を育成し、社会に還元することを目的としています。
　社会人の皆さんは、ご自分の経験という財産をもって、本学の扉を叩いてください。研究と
いう営みがもつ可能性を実感できる学生生活となるはずです。

　本専攻では昼間は通学が難しい皆さんのために夜間講義を開講
しています。また、週末に短期間で開講される集中講義もありますし、
時間の都合がつく場合は昼間に開講されている講義を履修すること
もできます。ご自身のライフスタイルに合わせた、柔軟なカリキュラム
作りが可能です。

夜間講義の開講

ー昼間は毎日仕事なのですが…昼間は毎日仕事なのですが…

ー年度末は忙しいのだけれど…

　本専攻では入学の時期を4月と10月に設けています。入学試験は4
月入学を希望される場合は11月、10月入学を希望される場合は9月
に実施されます。

前後期入学の実施

作りが可能です。

ー2年間で修了するのは難しそう。

　本専攻では、通常2年の課程を3年かけて修了することができる長
期履修制度を実施しています（事前に申し込みが必要）。授業料は2年
で修了する場合と変わりません。

長期履修制度

アジア教育交流史
異文化適応論
欧米教育関係史
学校改善の理論と実践
教育学研究法
教育行政臨床論
教育行政論
教育社会学方法論Ⅰ
教育社会学方法論Ⅱ
教育実践事例研究方法論

教授ストラテジー論
教授プログラム開発論
現代の教育制度・経営演習
子どもと哲学
社会教育実践論
多民族共生教育論
地域教育社会学
地域生涯学習計画論
留学生アドバイジング論
留学生教育政策論

Q&A

　本専攻ではより専門の研究を深化させたい社会
人のために博士後期課程（社会人特別選抜）入試を
行っています。1998年の開設以降、これまでに十
余名の社会人の方が博士（教育学）の学位を取得し
ています。

博士後期課程への
進学

もっと研究してみたく
なった方には

　人間環境学府では、複雑化・高度化する現代社会のニーズに即した高度専門職業人養成を目指して、国際
社会開発プログラムを開設しています。大学院在籍中に所定の単位を修得することで、プログラムの修了証
が発行されます。

ODA（政府開発援助）概論
国際教育協力論
国際協力インターンシップ
国際社会福祉論

ジェンダー開発論
地域文化研究方法論
地域別国際教育協力論
難民社会論

人間共生思想論
人間の安全保障概論
英語・ライティング
英語・スピーキング

主な開講科目

国際社会開発プログラム

Q.社会人であれば誰でも受験できるのですか？

A.本専攻では、教育または国際交流に関する社会的活
動を3年以上経験していることが受験資格となりま
す。在籍大学院生の年齢層は幅広く、職種も多様で、
さまざまな経歴をもった方たちが共に学んでいます。
授業だけではなく、学生間の交流によって得られる知
見も多いようです。

Q.入試の試験科目は何ですか？

A.午前中に教育学に関する小論文の試験を行い、午後
に面接試験を行います。小論文の過去の問題につい
ては閲覧が可能（複写は不可）ですので、希望される
場合は学生第二係にお問い合わせください。連絡先
については本リーフレットの裏面に記載しています。

Q.入学試験はいつ行われますか？

A.入学試験は一年に二回、9月と11月に実施
されており、おおよそ試験の一ヶ月前が願書
提出の締め切りとなっています。試験日は年
度によって異なりますので、正確な情報につ
いては人間環境学府のホームページ内にあ
る「学生募集要項」を参照いただくか、学生第
二係にお問い合わせください。URL、連絡先
については本リーフレットの裏面に記載して
います。

Q.修士論文の執筆に不安があるのですが？

A.本リーフレットの図「入学から修了まで」をご覧くださ
い。本専攻ではまず、皆さんのもっている実践的な経
験を研究という視覚で把握する方法を演習を通して学
びます。
指導教員の決定後は、教員からのアドバイスを適宜受
けながら、専門分野への知見を深め、論文のテーマ設
定、調査、分析、論文の執筆と、段階を踏んで修士論文
の完成を目指していきます。多くの先輩が、実践での経
験と大学で培った学問的蓄積とを活かした質の高い論
文を完成させています。

Q.どの分野を専攻するか、入学してか
ら決めたいのですが？

A.本専攻の教員が各自の専門の基礎的事項に
ついて紹介する「教育学研究法」を開講して
います。また、指導教員（主専攻）の決定は入
学から半年後ですので、興味のある分野の
授業を一通り受けてから専門を決めることが
できます。

Q.修了生の皆さんは、修了後どういった
活動をしているのですか？

A.社会人大学院生の皆さんは大部分休職など
をせず働きながら大学に通われています。で
すので、修了後は本専攻で得た専門的知識
を勤務先で活用されています。

主な開講科目


